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常務取締役

管理本部長

松本 寛



２００７年３月期 中間決算報告

連結業績

連結貸借対照表

連結キャッシュフロー

単独業績
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連結業績

+3.8億円

(+16.7%)

+9.4億円

(+22.5%)

+17.1億円

(+46.5%)

+148億円

(+19.8%)

+215億円

(+34.7%)

+363億円

(+26.6%)

増減

(増減率)

836億円621億円完成車事業

895億円747億円部品事業

26.4億円
(1.5%)

22.6億円
(1.7%)

中間純利益
（対売上高比率）

50.9億円
(2.9%)

41.5億円
(3.0%)

経常利益
（対売上高比率）

53.9億円
(3.1%)

36.8億円
(2.7%)

営業利益
（対売上高比率）

1,731億円1,368億円売上高

2006年9月2005年9月
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完成車事業概況 （連結ベース）

2005年9月 2006年9月
前年同期比

(増減率)

連結売上高 621億円 836億円
+215億円

(+34.7%)

売上高

生産台数

+3.1万台

(+31.5%)
12.9万台9.8万台生産台数合計

-1.3万台

(-22.2%)

+4.6万台

(－)

前年同期比

(増減率)

4.5万台5.8万台ライフ

4.6万台－ゼスト

2006年9月2005年9月

-0.2万台

(-5.5%)
3.8万台4.5万台アクティ
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部品事業概況 （連結ベース）

2005年9月 2006年9月
前年同期比

（増減率）

連結売上高 747億円 895億円
+148億円

（+19.8%）

0
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800

1000

05年9月期 06年9月期

0

200

400

600

800

1000

05年9月期 06年9月期

その他

補修パーツ
サンルーフ

（AYM含む）

板金部品等

燃料タンク

60

36
41

281

175

49

37
136

292

203

（売上高：億円）

二輪178

154
海外

249

国内

498

383

512

（売上高:億円）

売上高

国内／海外区分 部品別区分

747

895

+28
(+16.0%)

+11
(+3.9%)

+95
(+231.7%)

+24
(+15.6%)

747

895

+14
(+2.8%)

+134
(+53.8%)
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50.9

41.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

2005年9月期 2006年9月期

売上変化及び
構成差等

販管費増
コストダウン

-4.2 +3.7+2.2

（億円）

完成車事業 620.5 835.9

部品事業 747.2 895.4

２００６年９月期 経常利益増減要因 (連結ベース)
１,３６７．７ １,７３１．３売上高 ＋３６３．６

+15.4

営業外

為替換算差

-7.7

うち、のれん償却 -1.4

研究開発費 -0.4
うち、 持分法

投資損益 -6.4

営業利益+17.1(+46.5%)

+9.4 (+22.5%)

コストダウン +4.2

償却費 +0.6

その他 -2.6
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2006年3月 2006年9月 増減 コメント

総資産 1,2041,204億円億円 1,2541,254億円億円 +50+50億円億円
現預金の増 +21億円
売上債権の増 +12億円
その他 +17億円

負債 815815億円億円 831831億円億円 +16+16億円億円
仕入債務の増 +14億円

有利子負債の減 -6億円

その他 +8億円

少数株主持分 3232億円億円 －－ --3232億円億円
会計基準の変更に伴い、

純資産の部へ表示

株主資本/純資産 357357億円億円 423423億円億円 +66+66億円億円
少数株主持分(会計基準変更)+37億円

中間純利益 +26億円

その他 +3億円

有利子負債残高 308308億円億円 302302億円億円 --66億円億円
国内 -19億円

北米 -6億円

アジア +19億円

自己資本比率 29.6%29.6% 30.7%30.7% +1.1P+1.1P １．１Ｐ改善

有利子負債依存度 25.6%25.6% 24.1%24.1% --1.5P1.5P １．５Ｐ改善

１株当り純資産 1,4851,485円円 1,6051,605円円 +120+120円円

連結貸借対照表
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連結キャッシュフロー

49.2

2006年4月
期首残高

69.6△7.2

財務活動

0

50

100

（億円）

+78.4

営業活動 投資活動

△50.9

2006年9月
期末残高

150

税金等調整前純利益 +47.3
減価償却費 +38.9
その他 -7.8

有形固定資産の取得 -49.7

その他 -1.2

長期借入金の減少 -22.5

短期借入金の増加 +18.3

その他 -3.0

+20.4
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単独業績

+1.1億円

(+7.8%)

+5.4億円

(+23.3%)

+7.2億円

(+32.7%)

+242億円

(+22.2%)

前年同期比

(増減率)

15.5億円
（1.2%）

14.4億円
（ 1.3%）

中間純利益
（対売上高比率）

28.7億円
（2.2%）

23.3億円
（ 2.1%）

経常利益
（対売上高比率）

29.2億円
（2.2%）

22.0億円
（ 2.0%）

営業利益
（対売上高比率）

1,327億円1,085億円売上高

2006年9月2005年9月
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完成車事業 620.5 835.9

部品事業 464.9 490.7

生産台数 ６０．２万台 ＋３．５万台 ６３．８万台

（内、完成車事業） ( 9.8万台 ) （ +3.1万台 ） (12.9万台 )

２００６年９月期 経常利益増減要因(単独ベース)

23.3

28.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

2005年9月期 2006年9月期

販管費増
営業外コストダウン

+5.1

-1.7+3.8

（億円）

１，０８５．４ １，３２６．６売上高 ＋２４１．２

-1.8

うち、荷造運送費増 -1.0

研究開発費 -0.1
売上変化及び

構成差等

うち、金融収支 –1.8

営業利益+7.2(+32.7%)

+5.4 (+23.3%)

コストダウン +2.3

償却費 +3.1

その他 -1.6
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2006年3月 2006年9月 増減

総資産 912912億円億円 907907億円億円 --55億円億円

負債 613613億円億円 592592億円億円 --2121億円億円

株主資本/純資産 299299億円億円 315315億円億円 +16+16億円億円

有利子負債残高 232232億円億円 213213億円億円 --1919億円億円

自己資本比率 32.8%32.8% 34.8%34.8% +2.0P+2.0P

有利子負債依存度 25.5%25.5% 23.5%23.5% --2.0P2.0P

1株当り純資産 1,2461,246円円 1,3131,313円円 +67+67円円

単独貸借対照表



２００７年３月期 業績見通し
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２００７年３月期 連結業績 (見通し)

2006年3月期

実績

2007年3月期

見通し

前年同期比

（増減率）

売上高 2,828億円 3,540億円
+712億円
（+25.2%）

+33.5億円
（+51.2%）

+21.1億円
（+29.3%）

+10.1億円
（+27.5%）

営業利益
（対売上高比率）

65.5億円
（2.3%）

99.0億円
（2.8%）

経常利益
（対売上高比率）

71.9億円
（2.5%）

93.0億円
（2.6%）

当期純利益
（対売上高比率）

36.9億円
（1.3%）

47.0億円
（1.3%）
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配当計画

2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 前年比

増減

10円 +5円

+5円

+10円

+2.3P

10円

20円

13.0%

中間配当金 7円 15円

期末配当金 7円
15円

(予定)

年間配当金 14円
30円

(予定)

連結配当性向 10.1% 15.3%
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売上高増減要因 （2007年3月期計画・連結ベース）

1,307

1,733

1,521

1,807

2,828

3,540

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2006年3月期 2007年3月期

完成車事業 部品事業

（単位：億円）

計画実績

＋４２６億

（+３２．６％）

＋２８６億

（+１８．８％）

＋７１２億
（＋２５．２％） 増加の内訳

部品事業 ＋286

・北米 ＋150

・アジア ＋76

・国内 ＋60

完成事業 ＋426
・台数増 ＋377         

(+5.9万台)

・機種構成差等 ＋49

完成車事業

部品事業
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3,540

2,828

426 38

195
44

35

3 -29

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

2006年3月期 2007年3月期

完成車事業

サンルーフ

燃料タンク

（億円）

板金

二輪

+712 (+25.2%)

その他

部品事業+286(+18.8%)

売上高増減要因 （2007年3月期計画・連結ベース）

補修ﾊﾟｰﾂ
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93.0

71.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

2006年3月期 2007年3月期

販管費増
コストダウン

-9.9
-12.4

+3.9

（億円）

３，５４０．０２,８２７．８

２００７年３月期 経常利益増減要因(連結ベース)

完成車事業 1,307.2                           ＋426.0 1,733.2       

部品事業 1,520.6                           ＋286.2                              1,806.8

売上高

営業外
為替換算差

+4.6

＋７１２．２

+34.9

うち、のれん償却 -2.9

研究開発費 -1.8 うち、

持分法

投資損益 -8.8
金融収支 -2.4

売上変化及び
構成差等

営業利益+33.5(+51.2%)

+21.1 (+29.3%)

コストダウン +8.5

償却費 +0.8

その他 -5.4
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設備投資、減価償却費、研究開発費(連結ベース)

26

13

63

32

39

17

115

75
83

82

1513

0

50

100

150

2006年3月期 07年3月期(予)

海外投資 国内(部品) 国内(完成車)

償却費 研究開発費

（単位：億円）

【 07年3月期計画の主な内容 】

－ 部品事業 （38.4億円） － (38.4)

･ 新機種金型・治検具 8.6   

･ 体改(鈴鹿樹脂) 3.4

･ 省人・合理化・能拡 11.3

･ 更新他 15.1

－ 完成車事業 (13.3億円)－ (13.3)

･ 体改・能拡 5.4

･ 省人・合理化 2.8

･ 更新他 5.1

［ 国内 ］ 51.7億円

(63.3)

･ 新機種 10.3

･ SYC,YZM能拡 15.6

･ 北米能拡他 14.4

･ YWM建屋・設備 9.6

･ GTA能拡大、合理化他 7.1

･ 更新他 6.3

［ 海外 ］ 63.3億円

［合計］ 115.0億円
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代表取締役社長

大竹 茂



直近の事業概況について
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連結業績の推移

3,540

2,497
2,8282,762 72

17

37
47

99

65
58

39

93

38

61

33

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期(予)

0

20

40

60

80

100

120

140

売上高 営業利益 経常利益 純利益

（単位：億円）

(2.2%)

(2.5%)

(2.6%)

(1.2%)
(1.3%)

(1.3%)

売上高、利益とも過去最高更新を予想

(1.5%)

(0.7%)
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完成車事業、売上高・生産台数推移

組立台数推移

0

5

10

15

20

25

30

2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期（予）

21.9
19.4

（単位：万台）

売上高

1,246 1,3071,355

1,733

0

500

1000

1500

2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期（予）

（単位：億円）

20.6

26.5
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1,000

4月

07年3月期（54期）
6月 8月 10月 12月 2月

完成車組立

日産数推移

‘０６／１月～ ライフ全量ＹＹにて生産

２月～ ＺＥＳＴ立上がり

500600

700

800

900

1000

（台）

能力
840/D

能力 1,000/D

0

100

200

300

4月

04年3月期（51期）
6月 8月 10月 12月 2月 4月

05年3月期（52期）
6月 8月 10月 12月 2月 4月

06年3月期（53期）
6月 8月 10月 12月 2月

３月～ 国内販売３チャネル統合

１，０００台安定化生産へ向けて（１，０００台＋α生産能力ライン化）

◆ ソフト領域での生産能力向上施策の実施 （稼働率ＵＰとロス取りで投資MIN化）

◆ 設備自主保全活動の強化

完成車事業、１，０００台安定生産へ向けて

１０００台/日生産において

生産変動に強い柔軟な体質を目指し

１０００台＋α生産対応を実施しました。

800台

880台
840台

生産変動に強い柔軟な生産体制の構築への取り組み
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部品事業、グローバル生産体制を拡充

133 166 202 279

265 259
320

469

854
982

999

1,059

1,521
1,407

1,251

1,807
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2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期（予）

アジア・中国 北米 国内

海外

国内

部品事業売上高

国内／海外区分

（単位：億円）

北米樹脂製
燃料タンク
2号機導入

ｱﾗﾊﾞﾏ能拡

中国樹脂製
燃料タンク
工場稼動

タイ樹脂製燃
料タンク1号機

導入
中国サンルー
フ生産開始

北米サンルーフ
子会社化
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樹脂製タンク、サンルーフ、二輪領域拡大

265 299 363 401

535
590

576
611

66
78

79
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77
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314
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73

105

115

86
1,807

1,251

1,407
1,521
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1400
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2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期（予）

その他

補修パーツ

サンルーフ

板金部品等

燃料タンク

二輪

売上高

部品別区分

（単位：億円）
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2,350

1,9501,950

2,550

66.1%

86.0%

85.0%

90.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期(予) ９次中期末（目標）

60%

70%

80%

90%

100%

日本

北米

アジア

生産能力

負荷率
1,657

1,288

（単位：千台）

生産量

９次中期８中

1,845

◆ 中国(ＹＺＭ)、タイ(ＳＹＣ)への２号機の設置にて能力２３５万台

２００７年１月中国武漢(ＹＷＭ)立上げ（予定）にて能力２５５万台を達成

◆ 得意先能力拡大に対応した生産能力拡充の継続検討

樹脂製タンクのグローバル生産台数推移
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1,000
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1,300

2005年3月期(実) 2006年3月期(実) 2007年3月期(計) ９次中期末(目標)

(千台)

９７万台

１１６万台 中国

日本

北米

欧州

９次中期８中

拠点別生産台数推移

1２５万台

◆ 北米、新機種の受注による台数増及び販売増

◆ 中国（ＹＺＭ）での現地生産開始と適用機種拡大対応

1２０万台

+8.4％

（+8.1％）

サンルーフ生産台数推移
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ＹＯＭ

ＹＭＡ

ＵＹＴ

Ｙ Ｓ

Ｙ Ｋ
ＦＯＧ展開

水平展開

水平展開

水平展開

板金領域ではプレス・溶接体質の高効率化に取り組みます。

ボリュームの大きい北米（ＹＯＭ）を先行しその後水平展開

【主要施策STEP1】

設 備 保 全 管 理
項 目 見 直 し 改 善

設 備 能 力 の
極 限 追 求

稼 働 率 U P サ イ ク ル タ イ ム稼 働 率 U P 段 取 り 短 縮

設 備 ・ 金 型
稼 動 熟 成 度 U P

保 管 管 理 改 善
役 割 の 明 確 化

物 流 標 準 化

容 器 ・ 部 品 L O ・物流作業

の標準化

・不稼動三大要素 ゼロ化展開
フィンガー ・ ディスタック ・ 段取替え

・標準作業指導と習熟アップ
・戻らない 継続体質の構築（生産能力）

・ﾗｲﾝ編成率90％の達成（要員効率）

効率UP体質のｺｽﾄ置換

物流効率化（ムダ排除）

溶 接プ レ ス 物 流

板金領域（プレス・溶接体質の高効率化）
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将来見通しに関する注意事項

本資料のうち、業績見通し等に記載されている各数値は、現在入手可能な

情報による判断及び仮定に基づいて算定しており、判断や仮定に内在する

不確定性及び今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に

照らし、実際の業績等が見通しの数値と大きく異なる可能性があります。

尚、上記の不確定性及び変動可能性を有する要素としては、主に以下の

ようなものがあります。

・主要市場における経済情勢及び需要の変動

・為替相場の変動

・主要市場における貿易規制等の各種規制

・主要市場における政治情勢

・当社が事業活動を行う上生じる当社の責めに帰すことのできない様々な障害
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